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保育者に必要な造形能力についての研究
―アンケートから見る保育者が必要と考える造形能力についての検証―

松　下　明　生　

₁． はじめに
　保育者養成校に従事して、卒業生が研究室に
帰ってくるたびに、または保育者の研修会や免許
更新講習に於いても何か悩んでいることはないか
質問をしている。異口同音に耳にする言葉は「絵
画指導がわからない。」である。高等教育機関で
ある保育者養成校での学びに相当な問題があっ
て、多いに責任があるのではないだろうか。同時
にどのような問題が潜んでいるのか探る必要性を
感じて久しい。よって調べてみる価値があると考
える。
　保育者養成校では、保育士や幼稚園教員になる
ための保育士資格や教員免許を取得のカリキュラ
ムが整備されていて、単位修得をして卒業すれば
皆が保育者としての専門職に就いて従事すること
ができる。専門学校や短期大学、４年制大学等の
いわゆる養成校は文部科学省告示の幼稚園教育要
領や厚生労働省告示の保育所保育指針によって、
それぞれ学校教育法、教育基本法と児童福祉法、
児童福祉最低基準の規定に基づいて、「授業・講義」
という形で学生が学ぶ環境整備がとり行われてい
る。多くの大学では特色のある学びをアピールし
て、施設設備の充実した環境を広報にも使い、学
生の制作した作品が楽しく学んでいる学生の姿と
一緒に掲載されている。本稿では特に造形教育に
ついて、とりわけ現役保育者がわからないという
「絵画指導」と「工作」を区別してアンケートに
よる検証を行った。保育者養成校で学ぶ新入学生
である１年生と卒業間近の学生、卒業して現役で
働く保育者への意識調査である。そこから見えて
くる課題を探り、これからの養成校としての具体
的な指針の一助になることが本稿の目的であり、
そうなれば幸いである。

₂．問題提起
　子どもの造形活動に関して言うと、その方向性
や関わり方については様々な理念や方法が混在し

ていて、目指すべき一つの解答を得ることは難し
い。造形活動に関しての保育者の立ち位置として、
村田（2010）は「指導によって保育者の願いがか
なえられ、援助によって子どもの思いも十分に発
揮される造形表現を目指すために、保育者は資質
を高め、高度な専門性を身につけるようにしなけ
ればならない」と述べていて、「このような指導・
援助がバランスよく機能することで、子どもは造
形活動に集中し、自信を深め、意欲的な態度と自
主性を伸ばすのだ」と結論を導いている。また村
田は保育現場での造形指導の現状として２つの極
端な例があることを示している。一つは、活動の
場と材料を与えるだけで保育者による基本的な指
導が全くされず、子どもにまかせきりの例で、も
う一つは保育者によって表現の到達目標が設定さ
れ、そこに向かう方法も過程もあらかじめ定めら
れた造形指導である。
　子どもの造形活動に関わる保育者の立ち位置に
は、指導的な方法かもしくは援助的な支援なのか、
諸説が語られてもいる。これは、特に造形活動の
みならず様々な教育や保育の方法論として研究さ
れてきているものの、それらの両極は、相対する
物ではあるが活動の中では両立する場合もあり、
ここで答えを提出することはしない。	
　中央教育審議会大学分科会 大学教育部会WG
資料（2014）の文部科学省平成21-22年度先導的
大学改革推進事業「短期大学における今後の役割・
機能に関する調査研究」の中で、幼稚園教諭養成
に必要な能力について、短期大学と幼稚園（就職
先）に共通して重視する能力を抽出した質問で、
必要な総合的指導力の高い順には「ピアノ技術
（4.4）」「豊かな表現力（4.3）」「絵画造形能力（4.2）」
「子どもの個別性に対応する力（4.1）」「子どもを
守り支援する力（4.1）」「運動遊びを展開する力
（4.1）」「音楽遊びや伝承遊びを展開する力（4.1）」
「制作指導を適切にする力（4.1）」と続く。そし
てその結びには専門的知識・技術・実践力として
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の到達目標の造形的部分の抜粋は「運動やリズム
表現、造形表現、音楽表現を子どもに指導する基
本的な考え方を理解し、基礎となる技法を身に付
ける」としている。保育者の養成校はこれらを満
たす人材の育成に努めなければならないというこ
とである。しかしながら、ここで「基礎となる技
法を身に付ける」としても、その基礎技法も多種
多様であって、各養成校や授業担当によっても、
教授する内容は担当者任せといっても過言ではな
い。養成校の美術造形担当は、どのような授業構
成をして何を授業成果として学生へ期待しての授
業をしているのか、もしくはすべきなのかを各々
の見識で実行している。それぞれの養成校では造
形的な教授内容において必要充分な内容になって
いるのか、実際には何が必要なのか探ってみるこ
とにする。まず、実際に現役の保育者が造形表現
の分野ではどのような悩みがあるのか提示する。

₃．現役保育者の悩み
　以下は、直接的なアンケートによる回答を、記
載されたままに列挙した。2016年８月に行ったア
ンケート回答（有効回答数57）を集計した。
質問「現在、造形的な内容で悩んでいることがあ
れば記入して下さい。」
以下回答
・描けない子に対して描きたいと思わせるような
指導方法
・子どもにどのような声掛けをするとその子の独
自性が出るのか？みんなが同じような絵になら
ないように。
・絵を描く活動に入る前に、先生が描いた作品を
展示しても良いのでしょうか？イメージがわか
ない子など、みんな真似して同じ作品になって
しまいます。
・いつも同じことをしていて、新しいレパート
リーを習得したい。
・子どもにどのように言葉がけをしたら意欲がわ
くか。
・やたらと箱を長くつなげるだけで満足する子供
がいるのですがもっと切れ込みの入れ方で変
わっていったりする事や箱ひとつで何か形にす
る事を覚えて欲しい。
・イメージを膨らませることができない子どもが

増えています。
・絵を描く時に個人差がありすぎて、一斉活動と
して取り入れていくのが難しいので、今は数人
ずつ取り入れている。
・描き方を具体的に知らせてもいいのか？そのや
り方は？
・子どもにどのようにイメージを持たせるのか。
描き方が分からず自信のない子に、どのように
楽しく描けるようにするのか、描き方が分から
ない子にどのように描き方を教えるのか？教え
ていいのか？
・絵が下手です。嫌いです。
・絵の指導の仕方。何をテーマに描いたり、作っ
たりすべきか。学年に合っているのか、どんな
材料をどのように提供すれば良いか？
・毎月、平面・立体の制作があり、何を作ろうか
悩む。発達年齢に合わせた作り方、材料、技法
など。
・壁面や父の日・母の日のプレゼントなど、前年
度に取り組んだ技法（あそび）は外して考えな
ければならない為、アイデアに困る。年長とも
なると色々と経験しているので・・・。
・すでに苦手でやろうとしない子どもには、どの
ような言葉掛けが必要なのか？
・子どもの中にイメージはあるようだが、それを
上手く絵に表現出来ないと訴えてきたり、描い
たものが納得いかず、泣き出したり、そこで嫌
になり中断してしまう子に対する援助。
・０歳児でもできることを取り入れたいと思って
いますが、口に入れたり部屋を汚したりという
ことがあり、取り入れられずにいます。
・子どもの描いた物には意味があって、それを聞
き取りたいが、いつ、どのタイミングで聞くと
いいのか。また子どもの絵の見方、色の使い方、
今どんな心の動きかなどがわからない。
・友だちや保育士の見本をそのまま描く子がい
る。
・黒で埋め尽くしている子の精神状態。
・１歳児のお絵かきの時の声掛けや援助。
・私は子どもが自由に描くのでいいのですが、保
護者はやはり他の子より上手く描けている、正
しく描けていることを重視すること。
・自分自身が絵を描くこと、作ること（手が汚れ
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たりすることが苦手なので）が大の苦手なので、
クラスの子の指導がとても大変。自分のように
は絶対なってほしくないので・・・。
・苦手意識を持っている子への対応。固定観念を
持っている子への対応。目はこうして描くと決
まっている子。
　受講者のほとんどに悩みがあって、解決に至る
ことなく日々過ごしている状態であった。質問は
「造形的な内容での悩み」というものであったが、
ほとんどは「お絵かき」での悩みであることに注
目されたい。今年度のアンケートのみならず、昨
年、一昨年度と様々な地域で同様の質問をしてい
るが、ほとんどが同じ内容の悩みである。幼稚園
のような教育活動を重視して行われている一斉活
動では、なおさら先生方は悩んでしまっているの
も事実である。再掲するが、保育現場での造形指
導の現状として２つの極端な例があって、一つ
は、活動の場と材料を与えるだけで保育者による
基本的な指導が全くされず、子どもにまかせきり
の例で、もう一つは保育者によって表現の到達目
標が設定され、そこに向かう方法も過程もあらか
じめ定められた造形指導である。つまり、各園の
方針や先生方のやり方によってはますます混乱を
招き、やればやるほど出来ない子や、取り組まな
い子の存在が目立つのである。保育者による基本
的な指導がされず、子ども任せに自由にしている
園では、到達目標がないのだから保育者の悩みは
前者に比べて少ないこともわかる。
　
₄．保育者が考える「保育者に必要な造形能力」
　アンケートによる次の質問は「保育者に必要な
造形能力には、それぞれどのようなことがあると
考えますか？①絵を描く能力　②工作をする能力
　③子どもの活動を支える能力」として、その後
の質問には「上記①～③では必要な能力の順位を
つけてみて下さい。」とした。以下が、それぞれ
の回答。
①「絵を描く能力」
回答【・イメージを浮かばせる声掛け。描きたい
と思わせる力。・子どものイメージを広げる声掛
け。・なるべく本物に近い形で描く。（虫など特
に）→保育者自身が描く時。・発達障害があった
り、年齢が小さかったりして理解度の低い子に生

活の流れなどを、さっと描いて伝えられたらいい
と思います。・見たまま描く力。イメージして描
く力。きれいな線で描く力。見た人が色々なイメー
ジをしやすいように描く能力。バランス良く描く
力。美しく色付けする力。わかり易く描く能力。
楽しく描く能力。物を良く見る目。想像力。楽し
んで描く能力。上手・下手関係なく観察力、イメー
ジを膨らませる能力。観察力、想像力、空間把握
力。物を見る力。イメージする力。特徴をしっか
りととらえる力。子どもと一緒に楽しめること。
子どもが夢中になる題材の発案。思った物を描け
る力。子どもに伝わりやすい真似したくなるよう
な・・・。・イメージ力。１つの物に対して細か
いパーツや動きを見逃さず観察する力。細かい観
察・子どもが絵を見てイメージがわくように。見
えているものをありのままに描く。子どもたちと
コミュニケーションをとる手段。イメージを膨ら
ませるもの。・イメージしやすい言葉がけ。・見て
観察する力。・写実的に描く力。イラストで描く力。
キャラクターを描く能力。・下手とか考えずに子
どもに描きたいと思わせる力。・デッサンする力。・
イメージを膨らませるための観察する力。】
②「工作をする力」
回答【・想像力。・子どもが楽しめるおもちゃを
作ったり、作る過程が楽しいと感じる制作の計画
立案能力。・ダイナミックさ。・材料の性質を良く
知り、仕組みを理解し作るものに活かす力。創造
力。・図式化、工夫、実験。・作りながらさらにイ
メージを膨らませることができる力。・物の変化
の面白さを伝えるスキル。・手先の器用さ。・発想
の面白さ。・器用さ。・発想力・見立てる力。・大
きく作る。細かく作る。・丈夫に作る。・楽しく作
る。色々な材料で作る。・表現遊びの中で必要な
道具などをさっと作れたら盛り上げるスキル。・
作って楽しい、あそんで楽しい、子どもの引き付
けられる物を探して作ってみる能力。・作りたい
と思わせる言葉かけ。・素材の特徴を知り、糊が
つきやすい素材、テープが張りやすい素材などを
子どもに知らせ作りやすいようにする。・年齢に
合った材料を与える力。・廃材などを自由に使え
る力。・平面から立体をイメージする力。・色々な
素材、道具、用法を知っている。・構成力・想像力・
指先の細やかな動き。・色々な材料を知って何か
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を創り出す力。・思いのままに楽しく作る力。・手
先を使って表現する楽しさを伝えるスキル。想像
イメージを物に置き換えて表現する楽しさを伝え
る力。・イメージ、想像力、工夫・廃材利用でき
る能力。・アイデアがあるかどうか、工夫ができ
るかどうか？器用さ？・道具を扱う能力。工夫し
て考える能力。・正確に作る能力。・生活体験の中
で指先の発達を促すような体験をさせる能力。】
③「活動を支える能力」
回答【・活動に必要と思われる材料を予測して準
備する能力。子どものイメージを共有して楽しむ
力。・適切な材料をそろえる。・子どもが作りたい
と思う材料を揃えたり、子どもが作りたいと思う
雰囲気作り（声を掛け過ぎない）をする能力。・
声を掛け過ぎず、見守るスキル。危険のないよう
に（はさみ、段ボールカッター、のこぎり、トン
カチ）道具の使い方を知っている。・材料などの
環境設定。・材料や画材を子どもに選ばせるスキ
ル。・子どもが必要としている道具など、的確に
判断し与えるスキル。子どものイメージに沿って
豊かに表現できるようにひとりひとりの動きを見
きわめて援助する力。・子どもの発想を援助でき
る力。・イメージを膨らませる能力。・子どもの発
見を見逃さず、一緒に共感共有していける力。・
子どもの気持ちに気付く能力。・子どもの自発性
を引き出せる言葉掛け。・子どもが想像できるよ
うに絵や写真、物語を読んだり描いたりと、作り
たいと思わせるようにする能力。・環境を整え活
動を設定する力。・絵を描くことが楽しいと思わ
せるような工夫が出来ること。子どもの絵を見て、
その子の思っている事を理解しようとすること。
子どものイメージを広げ、より意欲を高める言葉
掛けが」できる力。・発想の転換、ワクワクする
言葉掛け。・子どもの表現した事を認め、意欲に
つなげる能力。・広い心、励まし、根気。・子ども
のイメージを汲み取る力。イメージを持たせる力。
固定概念にとらわれない力。・子どものイメージ
している事を探りながら、そのイメージを大切に
崩さないように声掛けできる力。・ほめ過ぎるこ
とのない、意欲のわく声掛け。・子どもの思いに
共感したり、受け止めほめてあげられる気持ちを
持つこと。】

　上記の自由記述の質問後に、以下の質問で必要
な能力に順位をつけてもらった。質問「①絵を描
く能力②工作をする能力③活動を支える能力の中
で、保育者に必要な能力に必要と思う順位をつけ
て下さい。」

　現役保育者の回答では、「活動を支える能力」
が圧倒的に必要であると答えている。その次は、
「絵を描く能力」となっていて、「工作をする能力」
よりも必要と感じていることがわかった。

₅．学生が考える「保育者に必要な造形能力」
　現役の保育者からのデータによる分析と比較す
るために、次は現役の大学生による調査を紹介す
る。まずは大学生でも入学したばかりの１年生前
期の時期、そして４年生の就職活動中、夏の時期
に調査したものである。

「大学４年生（有効回答数 116名）」
　前項と同じく①から③について回答されたもの
を抽出して、その後に必要な分野の順位をつけて
もらった。
①「絵を描く能力」
回答【・下手だとしても丁寧に仕上げる力。・絵
が楽しいと思うこと。・形をとらえて描く力。想
像力を膨らませて自分自身が楽しみながら描くこ
と。・今までどれだけの物を見てきたか。子ども
に描いてと言われた時のために。・絵を楽しむ気
持ち。・子どもが好きそうな絵が下手でも良いか
ら描けること。・技法をしっていること。・豊かな
体験、想像力。・思い浮かべたものを絵にして描
く力。・思い切り描く力（遠慮しないで描くとか）。・

図１　保育者に必要な造形能力の意識調査（保育者）
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多くの材料を使って絵を描く経験。・多くの物を
見て絵を描く経験。・保育中にイメージしたもの
を描けるスキル。・子どもに伝わりやすい絵を描
くスキル。・壁面制作でも本を見たら写せる程度
のスキル。・子どもが先生これ描いてと言われた
ら、すぐに描くスキル。・絵具、ペン（水性、油
性）などの特色を理解して、活動に合ったものを
提供できる能力。・絵を描く方法を沢山、知って
おくこと。・子どものような発想力や創造性、そ
れを絵にする表現力。・わかりやすくするために
簡単に大事なところだけ描く力。・苦手意識から
入らないで描いてみること。・描きたいものをパッ
と思いつく力。・色の塗り方、色彩力。・絵を描く
時に使う物についての知識や色についての知識。
自分自身の絵を描いた経験を積み重ねる。・ある
程度、子どもが好む絵を描けることが最低限必要
であり、その上で、子どもの発達を促すことがで
きるよう、絵を描く技術を身に付け伝えていくこ
と。・観察する力と楽しんで描こうという気持ち。
一生懸命に作品と向き合う。・発想力。・子どもか
ら急に描いてといわれることが多いと思うから、
手品がなくても思い出してさっと描く力。・子ど
もと一緒に絵を描いたり、自分自身が楽しむ能
力。・素材の知識。・絵を描く時になるべく、その
物に近づけるということも大切で、タコの足が５
本といったような非現実な事をしてしまうと子ど
もに良い影響を与えない。・絵具の知識・子ども
が見やすいような絵を描く力。・美術の基礎的知
識。・視覚的支援のためにも簡単な絵を描く力。・
絵に対しての興味があることで、子どもの絵の良
い点を見つけ伝えることができる。・子どもに間
違ったイメージを与えてしまわないような絵を描
く能力。・自分の絵を好きになる。・絵がぐちゃぐ
ちゃになったとき、それをカバーする方法を知っ
ていること。・絵を描くための材料の知識、色彩、
技法の知識。子どもに合わせた絵の題を出す能力。
知識のない保育者が、楽しく絵を描くことを子ど
もに伝えることは出来ない。自ら楽しんで絵を描
くスキル。】
②「工作をする能力」
回答【・考える力。・発想力・器用さと効率の良
さ。・手先の器用さ。・素早く作る能力。・道具を
用途に合わせて使う能力。・工作の技法を多く知っ

ていること。・好奇心・様々な世界観に触れる行
動力。・思いついた作品を身の周りの材料で作り
上げること。・イメージしたものを形にするスキ
ル。どのような素材に何を使うか判断するスキ
ル。・素材への理解力・リスクマネジメント・掃
除する力・危ない物から目を離さない能力。・発
展的な発想力・効率・自分自身が作業を楽しむ力。・
絵を描く能力と同じ。・子どもが真似したい、ど
うやって作ったのかと興味を持たれるような作品
を作る力。・技法を知って、子どもが楽しみなが
ら取り組むことができる雰囲気を作る力。・頭の
中で組み立てる能力。・環境構成のスキル。・工作
を始めるきっかけ作りの能力。・きれいに丁寧に
つくることが必要で、適当に作ると、その程度の
思い出しか残らないし、子どもにも伝わってしま
う。・子どもに説明できる知識。・手先の器用さ、
楽しくやる力。・安全に物を使える力。・物を何か
に見立てて、物から物をイメージする力。・子ど
ものイメージを引き出せる力。・物の素材を知っ
ている。・危機管理ができる能力。・作品が崩れた
時に、それを直す能力。・子どもが迷っている時
に、ヒントを出してあげれる程度のスキル。・材
料の特徴を知り、作るものに応じて材料を選ぶこ
とのできるスキル。・資源を無駄にしない工作の
仕方、子どもたちの安全に配慮できるような指導
スキル。】
③「活動を支える能力」
回答【・活動の楽しさを共感できよう、伝わるよ
うに楽しむ能・子どもの発達段階や興味に合った
内容を計画する力。・もしもの時に備えた準備能
力。・コミュニケーション能力・子どもの気持ち
を大切にして、どんな作品も声をかけて褒め、受
け止める能力。・作りたいものが作れる環境。・そ
の子の良さを見つける能力。・上手にできないと
き、支えたりアドバイスする力。・子どもの目線
に立って、気持ちに寄り添う能力。・言葉だけで
はなく絵や実際の物を使って伝える力。生活の中
から、子どもたちが楽しめるものを取り入れ、考
える力。・どのタイミングで手助けをするかを見
きわめる力。・一人一人の良い所や得意な所を伸
ばす能力。・起こる問題や、子どもの行動を予測
できるようにする能力。・子どもがどう支援する
と新しい発見ができるのかを見究める能力。・子
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どもが自らやってみたいと思えるような声掛けを
したり、場の雰囲気作り。・子ども一人一人のこ
とを考え計画する能力。・見守る力と知識。・何
が起こるかを予測して、先回りして行動できる能
力。・子どもの発想力や思い描いていることに共
感し、それを表現するために必要な環境を整える
ことができる能力。・活動したくないという子に
対して対応できる能力。・今からどんな活動をす
るのか、分かりやすく伝える指導力。・子どもの
発想力を豊かにする能力。・子どもたちの作品か
ら心理面も読み取る力。・上手い下手と評価する
のではなく、活動そのものが楽しいと思わせるよ
うな力。】

　上記の図でわかるように、大学４年生では、現
役保育者と同様に、圧倒的に活動を支えることが
必要な能力として挙げている。また、次に支持さ
れた内容は工作的な能力よりも絵画的な能力を必
要とする学生が多く現役保育者よりも支持の割合
が高かったことがわかる。

「短期大学１年生（有効回答数195名）」
　前出の大学４年生と同様に同じ質問紙にて、ア
ンケートを行った。短期大学の保育科１年生で、
入学して間もない前期（７月）に実施したものが
以下である。
①「絵を描く能力」
回答【・身近な物を簡潔に描く力。・子どもに描
いて欲しいと言われた絵をすぐに描くことができ
る力。・子どもに絵でヒントを伝える。・お手本の
絵を描いてあげることで子どもたちが絵を描きや
すくする能力。・先生が下手だと子どもに影響が

でるから、絵を描く能力は必要。・短時間でパッ
と描く力。・一緒に描いたり、お便りを作成する
力。・似顔絵・園の飾り付け・絵本の絵をまねす
る。・子どもたちに絵で説明することがあると思
うから、絵を描く能力。・子どもが描きそうな絵
を描く能力。・キャラクターを描く能力。・発想力・
自画像・色彩能力・子どもに見せた時に何の絵か
わかる。・創造力・壁面・かわいいイラストを描
く絵。・子どもの描けない所を少し描き足してあ
げる。子どもが喜んでもらえる絵・色々な絵を描
くこと。・簡単な絵を描く力。・子どもに言われて
すぐ描けるように。・だいたいのものがさっと描
ける力。・絵心・かわいいイラストを描く力。・見
たものをそっくりに描ける能力。・かわいらしく
描く。・カラフルな色にする能力。・絵で伝える能
力。・まだ見たことない物を想像して実在するみ
たいに描く力。・人物の表情を描く力。・保育雑誌
に載っているようなものを描く力。・個性的な絵
ではなく、誰が見ても分かり親しみやすい絵を描
く。】
②「工作をする能力」
回答【・きれいに折ること、切ること・ハサミで
切ったりする力。・立体に描く力。・組み立てる力。
ハサミを上手く使う力。・折り紙を折る力。・はさ
みや鉛筆の正しい持ち方で使用する力。・粘土や
工作のお手本になるように。・身近な物から保育
者の手で、一つの世界が生まれる過程を子どもた
ちと共有する能力。・手先を使える。・物の組み合
わせで面白い物を作り出す力。・物を作って子ど
もと一緒に力を合わせることができる。・遊び心・
壁紙飾りをつくる能力。・きちんと見本になるよ
うに作ること。・細かい作業が出来ないとダメ。・
指先を使ってできる物。・イマジネーション・立
体的に考える力。・子どもの見本になれる。・子ど
もが喜ぶ工作。・立体を作り上げる。・折り紙や切
り絵は良く使うので、作れるようにしたほうが良
い。・細かい所までくわしく。・こどもに分かりや
すく、見やすくすること。・子どもが作れるもの
かどうか判断能力。・身近なもので簡単に遊び、
道具が作れること。・よりきれいに、より素早く
作り上げること。・紙を破ったりする力。・子ども
たちのあこがれになるくらい作れる能力。・リア
ル度、完成度が求められる。・技術力・身近にあ

図 2　保育者に必要な造形能力の意識調査（大学 4 年生）
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るどんなものでも遊べる能力。・廃材や身近な物
を使って何でも作れる。子どもたちが作れるくら
い。・いろんなものをつくること。アレンジをす
ぐに思いつき、ひと手間加えられる。器用さ。・
子どもに教えてあげる力を身に付ける。・現実化
する。・率先して作れること。】
③「活動を支える能力」
回答【・周りを良く見る力。・手を加えるのでは
なく、もっとよくなるようにアシストする力。・
見守る力・アドバイスする力。・指導力・道具な
どをきれいにしておく。・正確にわかりやすく伝
える力。・観察力・子どもに教える力。・クラス
全員をまとめる力。・危険回避、環境を支える能
力。子どもが何を描いたのかメモする力。・子ど
もの描いた物を読み取る力。・教えるのではなく
ヒントを与える力。・子どもの発達の進度を理解
し、合せた補助をできる能力。・絵の補助、道具
の用意。・子どもが失敗しても、それを失敗だと
思わせないように、手助けしてあげたり、どうす
ればいいかわからない子にヒントをあげる能力。・
子どもの考えを汲み取る。・常に周りを見て行動
できる能力。・ほめてのばす。・子どものやる気を
なくさないような支援をする力。・ケガをしない
ように注意力。・折り紙やクレヨンだったりなど、
子どもが好きな物を使って造形できるよう用意す
る力。・どうしたら子どもの発想力を伸ばすこと
ができるかわかる力。・臨機応変に対応できる力。・
最後まで手伝うのではなく、少しだけ子どものサ
ポートすること。をやる気を引き出せる力。・子
どもの作品を崩すことなく、手助けできる能力。・
まず自分が見本になれるようにする。失敗の原因
を知っておく。・子どもが出来なかったら出来る

ように促す。・協調性・子どもの能力を最大限引
き出せる力。・指示をして活動を支援する。・子ど
もに出来ないことがあったら代わりにやる。・子
どもの欲求を知り、対処できる能力。・指導力・
常に子供を観察すること。教える力。・子どもた
ちが自発的に工作をやりたいと思えるような物を
作れる力。】
　短期大学に入学したばかりの１年生の回答につ
いては、特に自由記述の欄では質問事項に直接的
に関連しないような回答も目立った。①～③のそ
れぞれの項目についての質問の内容への理解がな
されていないのではないだろうかという程の回答
や、それぞれに空欄も目立っていた。保育者への
夢はあるものの、入学して間もない学生にしてみ
れば、憧れということと、保育者になるための学
びが未熟であることが伺える。次に、保育者に必
要な造形能力についての順位をつける項目では、
まず第１に必要とした項目は、活動を支えるとい
う項目の選択で、現役保育者や大学４年生の回答
と同じであったが、次に必要な項目としては工作
をするという回答であった。これは絵を描く能力
を上回っていた。先の現役保育者と大学４年生で
の回答と逆転した結果となっている。これはどう
いうことなのであろうか。入学したばかりの大学
生では、保育者に必要な造形的能力についてまず
は「活動を支える能力」、その次が「工作をする
能力」であるのが、大学４年生では次点に必要な
能力として「絵を描く能力」を選択している。現
役の保育者の選択も次点が「絵を描く能力」とし
て３番目は「工作をする能力」ということであっ
た。子どもに関する保育や教育を学び、そして就
業して時の経過とともに「絵を描く能力」の重要
度が増しているということがわかる。

₆．絵を描くことへの思いについて
　それでは前項の「保育者に必要な造形能力」に
ついてのそれぞれの認識を踏まえて、それらの比
率で回答が出た被検者個人の背景についてもアン
ケートしたのでご覧頂きたい。質問「あなたは、
お絵かきが好きですか？まるで囲んで下さい。」
解答欄「（大好き）（好き）（どちらかと言えば好
き）（普通）（どちらかと言えば苦手）（嫌い）（大
嫌い）」の回答を、（大好き、好き、どちらかと言図 3　保育者に必要な造形能力の意識調査（短期大学１年生）
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えば好き）（普通）（どちらかと言えば嫌い、嫌い、
大嫌い）の３つに分けてグラフ化したものが以下
である。

　図４から推察できることは、短大１年生から年
齢が上がるにつれて、お絵かきが嫌いになってい
ることが明らかにわかる。保育の現場では、お絵
かきをすることに熟練を重ねているはずの保育者
自身が、大学生よりもお絵かきをすることに対し
て苦手意識を持っているということになる。
　しかしながら、前項では短大１年生、大学４年
生、現役保育者の３者の「保育者に必要な造形能
力」という質問の回答では、短大１年生から大学
４年生、現役保育者と年齢が上がり、保育につい
ての学びも習熟し、実際の保育経験も積んでいる
にも関わらず、年と共に次第に「お絵かきをする
能力」に必要性を強く感じているという事実が明
らかであった。保育者自身もお絵かきに対しての
苦手意識が強くなっているようである。このこと
から、もしかしたら新しく新任で就業している保
育者よりも、主任や園長に至るほど、お絵かきに
は苦手意識を強く持ち、その劣等感や嫌悪感から
お絵かきの能力が必要であるという考えが強いと
いうことになる。つまり、苦手になればなるほど、
その必要性を強く感じるということか。しかしな
がら、年齢が上がって、保育経験を積み重ねて、
それが何故に苦手意識が強くなるのかは疑問であ
り、保育者養成の現場でも注視して改善すべく研
究及び保育者への啓蒙と再教育の必要性があると
いうことである。

₇．保育者に必要な造形能力とは
　厚生労働省告示による保育所保育指針や文部科
学省告示による学校教育法施行規則に基づく幼稚
園教育要領には、今項の「保育者に必要な造形能
力」についての表記は見当たらない。例えば幼稚
園教育要領では、幼稚園教育の基本の項で、「教
師は幼児の基本的な活動が確保されるように幼児
一人一人の行動の理解と予想に基づき、計画的に
環境を構成しなければならない。この場合におい
て、教師は、幼児と人やものとのかかわりが重要
であることを踏まえ、物的・空間的環境を構成し
なければならない。また、教師は、幼児一人一人
の活動の場面に応じて、様々な役割を果たし、そ
の活動を豊かにしなければならない。」とある。
その中でも、「活動の場面に応じ、様々な役割を
果たし、その活動を豊かにしなければならない。」
では、造形活動を行う設定の場合でもそのとおり
適応する部分であり、そのために教師は何をする
のか役割を果たす必要があることが理解できる。
しかしながら、目的は明らかなものであるものの、
その過程において保育者に必要とされる具体的な
事柄は何一つ記載が見当たらない。例えば、「表
現」の項で、子どものすることや、目標、到達さ
れることが期待される内容については記載があっ
てわかるものの、やはり保育者の必要な最低限の
能力や具体的に兼ね備わっていなければならない
事項は見当たらない。内容の取扱いに「遊具や用
具などを整えたり、他の幼児の表現に触れられる
ように配慮したり、表現する過程を大切にして自
己表現を楽しめるように工夫すること。」とある。
ここでも、子どもがどのようなことをすることが
必要であるかなど具体的な事柄は明記されていて
も、保育者が身に付けるべき資質については記載
がされていない。
　保育所保育指針や幼稚園教育要領では、そのよ
うな保育者が必ず身に付けるべき技術や能力につ
いては記載がなければ、例えば各大学や養成校で
使用される教科書等ではどうであろうか。いくつ
かの教科書や保育に関する書籍及び保育者養成に
関する参考書の内容を俯瞰して見ても、子どもの
造形遊びについての方法は詳しく説明されている
が、その中でも保育者自身は、何がどれくらい出
来れば良いのか、どれくらいの技術が必要で、具

図₄　あなたはお絵かきが好きですか？の意識調査
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体的に何を身に付けておかなければならないのか
は書かれているものがないのが現状であった。

₈．まとめ
　保育者の資質に関する研究や、保育の質につい
ての先行的な研究は最近多く見られる。その中で
も表現に関しての内容や、造形的な部分に関する
調査研究は少なくない。但し、今研究のように造
形を「お絵かき」と「工作」とを区別して考えて
みた研究はない。「工作は大丈夫だけど、お絵か
き指導についてはわからない。」という声の多い
ことか。現役の保育者の学び直しや、幼稚園教諭
更新講習、保育者研修の機会などでも最も多い相
談は、「子どものお絵かきについて」の指導方法や、
描かない子への対応、何よりも描き方について教
えていいのかどうかさえわからないという悩みの
ある保育者の多いこと、驚くべき事態になってい
ることは周知して頂きたいところでもある。
　子どものあるがままに、子どものやりたいこと
を受け止めて何でもできる環境は整えたけれど
も、そこからさあどうやって造形活動を行うのか、
一斉に製作する活動については問題があるような
ことを聞いてわからなくなってしまった保育者、
放任してしまって結局は、子どもの描く力が、５
才になっても３才児のままの発達段階で許容して
いる園の状態等、様々な課題や問題が噴出して、
保育者の造形的活動の悩みは膨れる一方である。
そして、保育者自身の表現する能力、例えばここ
では、絵を描くことをしなくなった保育者自身が、
次第にお絵かきをすること自体を嫌いになってし
まって、それが故にお絵かきをする能力が必要で

あるというアンケート結果も出ているように、保
育現場での造形的活動と保育者の関わり方につい
ては放置できない程の問題が山積している。保育
者は描くことを諦めてしまえばそこから嫌悪感が
生じて弊害が生まれることは必至であり、幼稚園
教育要領の表現の項、内容の取扱い、にある「そ
こから得た感動を他の幼児や教師と共有し、様々
に表現することなどを通して養われるようにする
こと。」は、決して幼児のみのことではなく、教
師も子どもと一緒に共有して様々に描いたり作っ
たりすることや、他の子どもの表現に触れて表現
を楽しむということが謳われていることを忘れて
はならない。
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役割・機能に関する調査研究」文部科学省先導
的大学改革推進委託事業（中央審議会大学分科
会大学教育部会第 3回WG）
・アンケート協力（N短期大学保育科₁年生有効
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A Study on Necessity about the Ability of Fine Art to Nursery Teacher

Matsushita, Akio*

　本稿は保育者に必要な資質や能力の中でも、造形的な部分について何が必要とされ
ているのかを明らかにする調査研究をまとめたものである。保育を学ぶ学生や現役の
保育者からのアンケート調査により、それぞれがどのような思いで学び、そして何を
思って保育職に就業しているのかについて意識を探り、保育者養成校にとっても何を
教授すべきであるかを知る手掛かりとなる研究とした。保育者に必要な能力の中でも、
造形能力に的を絞り、「絵を描く能力」「工作をする能力」「活動を支える能力」の 3
つに分けて考えた。特に造形能力を「絵を描く」と「工作」に分けて考える研究がこ
れまでにあまりなされていなかったことを踏まえ、今後これにつづく研究を期待する。

キーワード：保育者養成・図画工作・造形能力・保育者資質・絵画制作


